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第１ 本編 

１ 令和４年度 検査業務の概要 

（1）検査業務の概要 

   工事検査課では、当初設計金額が 500 万円以上の工事について、しゅん工

検査をはじめとする各種検査を実施している。 

そのうち、1,000 万円未満は、業務効率化を図るため、工事点検業務と併

せ、公益財団法人 新潟市開発公社（以下「公社検査室」という。）に検査業

務等を委託している。 

 

＜業務体系＞                                        ①しゅん工検査 

                          ② 出 来 形 検 査 

          工  事               ③完済部分検査 

            ④部分使用検査 

 検 査 業 務          ⑤中間技術検査 

                              ⑥工事点検 

                                                      ⑦技術協力 

          委託業務        完了検査 

 

 諸 業 務（優良工事表彰、技術職員向け研修、所管要綱等の改廃ほか） 

 

＜検査等の目的＞ 

工  事 

①しゅん工検査 工事の完成を確認するための検査 

②出来形検査 

ア 工事の完成前に代価の一部を支払う必要がある場合、工事の出来形部分

等を確認するための検査 

イ 契約解除に伴う出来形部分等について行う検査 

③完済部分検査 設計図書において工事の完成に先だち、引き渡しを受けるべきことを指定し

た部分がある場合において、当該指定部分を確認するための検査 

④部分使用検査 
工事目的物の全部又は一部を引き渡し前に使用しようとするときに当該部分

を確認するための検査 

⑤中間技術検査 適正かつ円滑な工事施工に資するために工事途中において行う検査 

⑥工事点検 適正かつ円滑な工事施工に資するために、施工体制の確認等を行うもの 

⑦技術協力 民間施設（市補助）や事業課発注・契約の市事業（DB）などの技術協力を

行うもの 

委託業務 

完了検査 委託業務の完成を確認するための検査 
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（2）検査の区分 

＜検査区分＞ 

当初設計金額 
250 万円を超え

500 万円未満 

500 万円以上

1,000 万円未満 
1,000 万円以上 

工 事 

※１ 

工事担当課 

【確認票】 

※２ 

公社検査室 

【成績評定】 

※３ 

工事検査課 

【成績評定】 

委託業務 

※１ 

委託業務担当課 

【確認票】 

※４ 

工事検査課【成績評定】 

※１ 当初設計金額 500 万円未満の工事及び委託業務は、工事担当課長等に検査の専決権限があ

るため、本概要の検査件数には含まれない。 

※２ 新築・増改築などの工事で建築・設備などに分離発注する場合において、分離発注工事のい

ずれかが 1,000 万円以上の場合は、全て工事検査課で検査を行う。 

※３ 当初設計金額 1,000 万円以上の工事については、専門検査員（工事検査課の職員）を中心に

指定検査員（検査業務を委嘱した工事担当課の係長以上の職員）の協力を得ながら検査を行

う。 

※４ 当初設計金額 500 万円以上の全ての委託業務については、委託業務担当課の指定検査員が

検査を行う。 

 

（3）検査体制 

  工事（委託業務）の検査業務については、以下の体制で実施している。 

 

≪工事検査課 ８名≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪指定検査員 79 名≫ 

工事担当課の係長、主幹、課長補佐級の職員に検査業務を委嘱 

農林水産部 2 名、都市政策部 2 名、建築部 21 名、土木部 9 名、 

  下水道部 19 名、区役所 26 名 

 

≪公社検査員 6 名≫ 

公益財団法人新潟市開発公社 検査室職員 

 

課長（建築） １名 

専門検査員【土木】 
課長補佐   1 名 

主 幹   3 名 

専門検査員【建築・設備】 
主  幹    2 名 

 主 査 （ 係 長 ）   ２名 
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2 令和４年度 検査実績 

 

（１）検査全件数                       （単位：件） 

 

 

 

（2）しゅん工検査件数                    （単位：件） 

当初設計金額 
500 万円以上 

1,000 万円未満 
1,000 万円以上 合 計 

公社検査員 245  245 

指定検査員 7 44 51 

専門検査員 14 375 389 

合 計 266 419 685 

 

（ａ）検査区分別割合 

 

しゅん工
検査

出来形
検査

完済部分
検査

部分使用
検査

中間技術
検査

合計

工　事 685 9 0 214 29 937

委託業務 53 0 0 0 0 53

合　計 738 9 0 214 29 990

500万円以上

1,000万円未満

266件, 39%

1,000万円以上

419件, 61%

しゅん工検査（工事）「検査区分」（685件）
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（ｂ）検査員別割合 

 

 

（Ｃ）工種別割合                       （単位：件） 

工種別 土木 下水道 舗装 造園 
その他 

土木 
建築 電気 管 

その他 

建築 
合計 

件数 220 42 143 28 55 51 67 51 28 685 

 

 

  



 - 5 -

 

（3）工事検査件数（月別） 

（ａ）しゅん工検査（検査員別） 

3 月は 190 件（約 28％）の検査が集中している。 

 

 

（ｂ）出来形検査 

 
 

（ｃ）完済部分検査 

 実施しなかった。 
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（ｄ）部分使用検査 

学校の大規模改造工事によるものが多く、工事の影響を最小限に抑えた結果、

8 月から 11 月に集中する傾向がある。 

 

 

（ｅ）中間技術検査 

品質の確保・向上のため、完了時点では不可視又は手直しが困難となる工事 

について確認を行うもので、年間を通じて行われた。 
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（4）工事成績評定 

（ａ）平均点                         （単位：点） 

当初設計金額 
500 万円以上

1,000 万円未満 
1,000 万円以上 全体の平均 

土木等※1 78.9 82.8 81.5 

建築等※2 78.5 79.5 79.8 

全体の平均 79.7 81.9 81.0 

※1  土木等：土木・下水道・舗装・造園・その他土木 
※2 建築等：建築・電気・管・その他建築 

（ｂ）工種別平均点 

 

 

 

土木 下水道 舗装 造園
その他

土木
建築 電気 管

その他

建築

平均点 79.5 83.0 80.5 80.4 79.4 73.5 79.9 79.8 75.9

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

評
定
点

工種別工事成績評定点（平均点）

【当初設計金額 500万円以上1,000万円未満】

件数 266件

平均点79.7点

土木 下水道 舗装 造園
その他

土木
建築 電気 管

その他

建築

平均点 82.0 85.5 83.2 81.9 82.7 76.8 82.1 82.4 79.0

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

評
定
点

工種別工事成績評定点（平均点）

【当初設計金額 1,000万円以上】

件数 419件

平均点81.9点

平均点 

平均点 
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（ｃ）評定点の分布 

 

  

土木 下水道 舗装 造園
その他

土木
建築 電気 管

その他

建築

平均点 80.7 85.3 81.7 81.1 82.0 76.5 81.4 81.9 78.2

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

評
定
点

工種別工事成績評定点（平均点）

【当初設計金額 500万円以上（全体）】

件数685件

平均点81.0点

平均点 
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（5）工事点検 

当初設計金額 500 万円以上の施工中の工事を対象とし、令和４年度は、 

619 件の点検を実施した。 

近年における改善指摘案件はなく、施工業者の意識向上が伺える。 

 

 
 

 

全国一斉点検 

例年 10 月から 12 月にかけ、国土交通省が主催する「公共工事の施工体制に関

する全国一斉点検」に本市も参加し、専門検査員による点検を別途実施した。 

令和４年度は、本市発注工事の中から６件抽出し点検を行い、施工状況を中心に 

点検を行い、公共工事における 品質確保の向上に努めた。 
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（6）技術協力 

 

（a）しゅん工検査 

① 公共施設工事【３件】 

  市民病院・ひまわりクラブ 2 件実施した。 

 

② 民間施設工事（補助）【２件】 

     社会福祉施設を２件実施した。 

     

   ③ その他工事【1 件】 

一部事務組合である豊栄郷清掃処理組合の検査を 1 件実施した。 

 

 

 

 

（ｂ）部分使用検査 

   ○ 実施なし 

 

（ｃ）中間技術検査 

○ 実施なし 
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（7）委託業務検査（完了検査） 

  当初設計金額 500 万円以上の委託業務について、完了検査を実施して

いる。 

（a）業務区分別検査件数 

区 分 件数 割合 

土木設計等 45 件 85% 

建築設計等 ８件 15% 

計 53 件 100% 

 

（b）成績評定の平均点 

区 分 点数 

土木設計等 74.6 点 

建築設計 68.1 点 

全体 73.7 点 

 

（ｃ）委託業務成績評定点の分布 
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3 過年度の検査実績 

（1）工事検査 

（a）検査種類別件数                   （単位：件） 

検査種別 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

しゅん工検査 865 675 690 730 673 685 

出来形検査 8 7 2 11 9 9 

完済部分検査 0 0 0 0 0 0 

部分使用検査 256 228 114 232 162 214 

中間技術検査 41 41 57 52 27 29 

計 1,170 951 863 1,025 871 937 

 

（b）しゅん工検査「検査員別」件数             （単位：件） 

検査員区別 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

専門検査員 522 409 418 441 419 389 

指定検査員 80 50 42 51 16 51 

公社検査員 263 216 230 238 238 245 

合計 865 675 690 730 673 685 
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（c）年度末（３月期）のしゅん工検査            （単位：件） 

項 目 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

全 体 306 197 192 224 160 190 

 うち指定検査員 42 33 21 32 47 29 

 

 

 

（2）工事成績評定 

（a）「検査区分別」平均点                      （単位：点） 

検査区分 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

500 万円以上 

1000 万円未満 
78.2 77.9 78.5 78.8 78.8 79.7 

1,000万円以上 79.6 80.1 81.1 81.3 81.6 81.9 

全体の平均 79.1 79.3 80.2 80.4 80.6 81.0 
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（b）「工事分類別」平均点                    （単位：点） 

区分 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

土木等※1 78.7 79.0 80.2 80.8 81.1 81.5 

建築等※2 80.1 80.0 79.9 79.7 79.2 79.8 

全体の平均 79.1 79.3 80.2 80.4 80.6 81.0 

※1 土木等：土木・下水道・舗装・造園・その他土木 
※2 建築等：建築・電気・管・その他建築 
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（ｃ）「契約方法別」平均点 

区分 H28 H29 H30 R1 R2 R3

総合評価方式 83.6 82.8 84.8 85.0 85.8 84.4

一般競争 81.4 81.0 81.8 82.9 82.6 83.1

全体の平均 82.5 81.9 83.3 84.0 84.2 83.8

 
 
注）当初設計額 5,000 万円以上の工事を対象に比較している。 
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（3）工事点検実施率と改善指摘率               （単位：件） 

 

項 目 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

しゅん工検査件数 865 675 690 730 673 685 

工事点検件数 834 624 663 680 639 619 

工事点検実施率 96% 92% 96% 93% 95% 90% 

改善指摘件数 0 0 0 0 0 0 

改善指摘率 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

施工体制台帳 

点検件数 
394 301 311 260 235 230 
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（4）委託業務検査（完了検査） 

件数                          （単位：件） 

業務分類 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

土木設計等 50 52 58 62 48 45 

建築設計 20 13 8 16 9 8 

計 70 65 66 78 57 53 

 

平均点                         （単位：件） 

業務分類 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

土木設計等 77.1 76.8 75.9 76.0 77.0 74.6 

建築設計 70.2 68.1 67.8 67.0 69.0 68.1 

全体 75.3 75.0 74.9 73.9 76.0 73.7 
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第２ まとめ 

〇 しゅん工検査（P3、4、5、12、13、18、19、20 参照） 

 令和４年度のしゅん工検査件数は 685 件であった。 

月別のしゅん工検査件数を比較すると、土木・建築ともに、継続工事・債

務負担行為設定等の活用が進み、年度末の集中が解消されつつあるが、年間

における３月期の割合は 190 件（約 28％）であった。 

引続き、年間を通じて、しゅん工検査の更なる平準化を図ってほしい。 

〇 部分使用検査（P6、21、23 参照） 

令和 4 年度の部分使用検査件数は 214 件であった。 

また、例年同様に、学校の大規模改造工事等が多かった。夏休み期間中の

8 月から 11 月にかけて集中しているが、児童・生徒の安全や利便性を考慮

したものである。 

〇 中間技術検査（P6、21、23 参照） 

 令和４年度の中間技術検査件数は 29 件であった。 

工事完了時点で不可視となる部分、又は手直しが困難な工事については、

中間技術検査を都度実施するので、検査員へ相談願いたい。 

〇 工事成績評定（P7、8、13、14、15、24、25 参照） 

令和４年度の工事成績評定の全体の平均点は 81.0 点（土木 81.1 点、建

築 79.2 点）となり、令和元年度以降、80 点以上を継続している。 

全体として、技術力が向上していること、「週休 2 日取得モデル工事」 

が増加していることなどが要因と考えられる。また、好成績を収めること 

で、総合評価方式の入札の際に優位となれることも影響しているものと思 

われる。 

 しかし、工種別で比較すると、建築が他工種より平均点が低い状況（76.5

点）にあるが、これは、土木等と比較して、1 件の工事に多岐の工種が存在

する状況が考えられるが、引続き原因を分析するとともに、監督員へ実践的

な研修の実施に取組みたい。 

工事成績評定の実施は、工事の技術水準の向上に資するとともに、受注者

の適正な選定及び指導育成を図ることから、今後も評価を行う監督員、係長

及び検査員は、より一層、公平・公正・厳正を心掛け評価にあたってほしい。 

〇 工事点検（P9、16、26、27 参照） 

令和 4 年度の工事点検件数は 619 件であった。 

このうち、下請契約のある工事に作成等が義務づけられている施工体制台

帳の点検は、23０件であった。 

令和 4 年度に行った工事点検時の改善指摘件数は０件であった。 
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〇 技術協力（P10 参照）  

令和 4 年度の技術協力によるしゅん工検査件数は、民間施設工事(補助)

を 2 件、公共施設工事を 3 件、組合工事を 1 件実施した。 

〇 委託業務完了検査（P11、17、28、29 参照） 

令和 4 年度の委託業務の完了検査件数は 53 件であった。成績評定の全

体の平均点は 73.7 点であった。 

業務分類別では、土木設計等が 74.6 点、建築設計が 68.1 点と大きく差

異が生じているが、これは評価項目や評価方法が異なることが要因であると

考えられる。 

 

 

＜後 記＞ 

・  工事検査課では、公共工事の品質確保を図ることを組織の目的に掲げ、  

効果的な検査業務研修の実施、検査員としての資質向上、検査体制の充実・

強化などに積極的に取組むこととしている。また、デジタル技術を活用した

効率的な検査業務を推進し、建設事業者の負担軽減、省人化・従事時間の短

縮につなげていきたい。 

・   この工事検査概要が関係各位の目に触れ、本市発注の公共工事の更なる品

質向上に役立てられることを期待したい。 

 


